

































































































































































































































































































































Mean SD F値 多重比較
目的理解
1　授業開始時 3.21 0.95




2　活動準備時 3.78 0.51 16.92*** 1＜2，1＜3
3　活動終了時 4.04 0.61 2＜3
事前課題
1　授業開始時 3.30 0.93








2　活動準備時 3.70 0.61  2.62* 1＜3
3　活動終了時 3.84 0.81
†p<.10，*p<.05，***p<.001
― 157 ―
　④　他の学生との協働姿勢：他の学生との協働姿勢については調査時変
化による違いが認められる傾向が示唆されたが、多重比較の結果、
評価時点による有意差は認められなかった。
　⑤　ディプロマ・ポリシーの達成度：ディプロマ・ポリシー（本授業の
場合には「心理学の基本的な方法を身につけることができる」）の
評価時点変化について検討した結果、活動開始時よりも活動終了時
に達成意識が高くなっていることが示された（F（158，2）=2.62，
p＜.05）。
3．参加学生全体の学びの姿の可視化−自由記述を用いた検討−
　学生の自由記述内容について活動実施前（授業開始時・活動準備時）と
活動実施後の２時点に分けてテキストマイニング（User Local、2019）に
よる分析を試みた。
　その結果、実施前よりも実施後に「観察」と「データ」という名詞の出
現頻度が高くなっていることが示された（共に実施前０％，実施後
100％）。また、「子ども」と「お母さん」という名詞も実施後に増えてい
た（子ども：実施前７％，実施後93％，お母さん：実施前０％，実施後
100％）。
　一方、実施前の記述頻度が実施後よりもやや高くなる名詞もみられた
（「積極的」：実施前68％，実施後32％，「協力」：実施前51％，実施後49％，
「グループ」：実施前56％，実施後44％）。
　また、実施前の自由記述では、「積極的に活動に関わっていこうと思っ
ているがまだまだ基本的な知識や具体的な情報に欠けているという課題が
多く見つかった。」といった課題への焦点化を中心とした自己の学びの姿
への注目が見られた。さらに、実施後には「グループでうまく情報を共有
でき、お互いの理解も深められた。」「具体的に評価基準が記載されている
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ため、自己意識について考えさせられる機会になったと感じました。」「何
度か自己評価を行ったことで、次に何に向かって学習を深めて行くべきか
を毎度考えて次ぎへつなげていくことができました。」といった記述が見
られた。
4．参加学生全体の学びの姿の可視化−実施者から見た検討−
　第１回目の実施担当者から見た参加学生の様子としては、次の３点にま
とめることができた。①開始時には参加親子の様子を眺めていた学生も
徐々に参加者と触れ合うようになっており、活動中にも積極性が向上して
いる様子が見られた。②自分たちのリサーチ・クエスチョンを意識しなが
ら、グループメンバー同士協力して親子の様子を観察している姿が見られ
た。③アンケートやインタビューへの協力依頼をする際には、できるだけ
参加者の負担にならないように配慮していた様子が見られた。
　第３回目の実施担当者から見た参加学生の様子については、次の通りで
あった。①子どもの対象年齢が０～３歳としたため、楽器を作る作業に予
想以上の時間がかかった。今後は、製作する楽器を１種類にするなどの工
夫が必要であると考えている。②参加者の様子を観察しながら、適宜、声
かけをすることができている様子が見られた。③楽器の音が大きく学生の
声が伝わりにくい印象を受けたため、マイクを準備するなどの配慮が必要
であったと感じた。
　第７回目の実施担当者から見た参加学生の様子としては、次の３点が挙
げられた。①全員が輪になって触れ合い遊びを展開する流れは、参加者と
学生がひとつになって盛り上がったように感じられた。②前半は親子の共
同作業（触れ合い遊び、お絵かき）、後半は運動遊びの構成になっており、
学生は、観察を担当するプログラムに応じて自分のリサーチクエッション
を考えており、各々の仮説と照合しながらの観察ができていたように感じ
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られた。③プログラム運営担当と観察担当に役割を分けたことによって、
プログラムの運営に関してもチームで協力して積極的に関与することがで
きたようであった。
考察
学生の学びの姿の可視化
　本研究は、大学の授業を活用した子育て支援活動に携わった学生の学び
の姿について、学生評定によるルーブリックを用いた検討を行い、学生の
学びの深化について可視化することを目的とした。特に、活動実施前と活
動実施後の学生評定の変化に注目した短期的な学びの姿について可視化す
ることを試みた。
　その結果、活動目的を理解し、効果的な活動実践に向けて積極的に取り
組む姿勢や自らのリサーチ・クエスチョンを明確にした上で事前課題に取
り組むといった観点において、学生自身が成長を自覚している様子が明ら
かになった。一方、「協働」に関わる認識は実施前後での有意な変化は認
められなかった。この結果は、学生自身が授業開始時や活動準備時からす
でに協働で取り組むべき課題であると認識していたことが関わっているも
のと考えられる。
　実施者からみた学生の学びの姿についてまとめた結果、活動中にも学生
の学びの深化が現れていたこと（積極性の向上・自身のリサーチ・クエス
チョンの明確化・チームワーク力の向上など）が読み取れた。このような
結果が得られた背景には、本取り組みが全体的に、研究の題材としての親
子観察であるとともに、発達心理学を学ぶ学生として、実際に親子への支
援活動に携われたことが関連しているものと考えられる。これらの体験は、
今後の研究のリサーチ・クエスチョンの発展に寄与していくことが期待で
きるものと考えている。また、自分の職業選択に関するヒントを得る体験
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につながることが期待できるのではないだろうか。
　大学卒業時のチームワーク能力を、チームワーク能力を向上させるト
レーニングへの在学時の参加経験の有無で比較した研究（太幡、2019）に
よると、チームワーク能力を向上させるトレーニングへの在学時の参加経
験がある者はない者に比べ、大学卒業時に、チームワーク能力の構成要素
に関する半数以上の下位尺度（コミュニケーション能力やモニタリング能
力など）や社会的スキルが高いという結果が得られたと報告されている。
本研究での取り組みは、太幡（2019）の実施しているトレーニングとは異
なるものの、協働（チームワーク）やモニタリング能力が求められる実践
的な取り組みであり、大学での学びとしては今後の社会人基礎力の向上に
も影響を及ぼす可能性のある重要な経験であると言えよう。
　学生の学びの深化を可視化する際にルーブリックを用いることの有効性
については、例えば、「具体的に評価基準が記載されているため、自己意
識について考えさせられる機会になったと感じました。」「何度か自己評価
を行ったことで、次に何に向かって学習を深めて行くべきかを毎度考えて
次ぎへつなげていくことができました。」といった学生の自由記述から読
み取ることができよう。これは、学生自身のモニタリング能力や状況把握
能力の向上に役立つものと言えるのではないだろうか。
今後の課題
　今回の各プログラムは、単発のイベントにおける研究計画であったため、
情報収集には限界が感じられた。今後は、本事業に関心を持った学生が継
続的に関わることを通じて、継続的な観察が可能になるとともに、子育て
支援事業としても地域への貢献が期待できるのではないだろうか。
　また、本活動を通した学生の学びの姿については、進級後や卒業後にも追
跡調査を行う等、中・長期的視野に基づく検討が必要であると考えている。
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脚注
　注1）エデュテイメントとは、教育を意味するエデュケーション（education）と、娯楽
を意味するエンターテインメント（entertainment）を合わせた造語である。
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上げます。
　最後になりますが、学内に社会連携センターが設立されたことにより、
地域との連携活動が展開しやすくなりました。広報活動につきましても新
たな視点を提供してくださいました関係者のみなさま、調布市子育て応援
サイト「コサイト」からも取材に来ていただき、本活動について情報発信
をしていただきました。本当にありがとうございました。
　これからも、よりよい形で本活動を継続展開することにより、本活動に
携わってくださっている皆様への御礼とさせていただきたいと考えており
ます。
